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＜ポイント＞ 

地域住民に対する骨粗鬆症啓発の推進：全国骨を守る会と新潟骨を守る会の活動 

日本では高齢化の進行に伴い、骨粗鬆症患者は増加しており、その推定患者数は約 1,500万人以上とされ

ている。骨粗鬆症は、骨密度の低下により骨折を生じやすくなる疾患であり、特に大腿骨近位部骨折や椎体

骨折は、高齢者の生活機能低下や要介護状態の原因となることから、公衆衛生上の重要な課題とされてい

る。しかし、骨粗鬆症は自覚症状に乏しく、発症や進行に気づきにくいため、検診受診率や予防行動が十分

でないことが指摘されている。 

日本国内における骨粗鬆症検診の受診率は非常に低く、全国平均で約 4〜5％にとどまっており、その認知

度の低さも際立っている。20歳以上の地域女性 161名を対象とした骨粗鬆症への関心・検診認知・受診状況

に関するアンケート調査では、「骨粗鬆症に興味がある」者は 81％、「骨粗鬆症検診を知っている」者は

51％、「骨粗鬆症検診を受けたことがある」者は 56％であった。検診を受けない理由としては、「検診の存在

を知らない」「自分は骨粗鬆症ではないと思う」「忙しい」などが挙げられ、関心の高さが必ずしも正しい知

識や受診行動に結びついていない実態が示された。 

また、2016 年に実施された 3,000 人を超える 50〜79歳の一般女性を対象とした全国調査では、「骨粗鬆症

について詳しく知っている」と回答した者は 71.8％であった一方、「過去に骨粗鬆症検診を受けたことがな

い」者は 38.8％であったと報告されている。 

「健康日本 21（第 3次）」では、骨粗鬆症検診の受診率向上が公衆衛生上の目標として掲げられている。

健康日本 21（第 3次）は、2024 年度から 2035 年度までを対象とした国の健康づくり計画であり、その目的

は健康寿命の延伸と健康格差の縮小にある。また、女性のライフコースを通じた健康管理を重視している点

が特徴である。この中で、骨粗鬆症検診は「女性の健康」分野における重要指標として位置づけられてい

る。その背景として、骨粗鬆症は女性に多く、自覚症状が少ないため骨折を契機に発見されることが多いこ

と、さらに高齢期の要介護や寝たきりの主要な原因となることが挙げられる。具体的には、検診受診率を

15％まで引き上げる目標が明記されており、従来は「自治体事業」として実施されることが多かった骨粗鬆

症検診が、数値目標を伴う重要施策として位置づけられ、女性の生涯にわたる健康の柱の一つとして重点化

された。 

検診受診率向上のためには、骨粗鬆症に関する一般市民への知識の普及と健康意識の向上が重要である。

我が国では、1991年に骨粗鬆症財団が、骨粗鬆症を社会全体で予防するための啓発を中心とした団体として

認可された。その主導により各地域で活動が開始されたのが「骨を守る会」である。中でも、1999年に東京

で設立された「東京骨を守る会」を契機として、全国へと活動が広がった。現在では、国際骨粗鬆症財団と

も連携し、市民・医療者・研究者が協力して運営されている。また、各地域で独立した団体として活動でき

るよう、骨粗鬆症財団が設立や運営を支援している。主な活動内容は、市民講演会、骨密度測定会、栄養指

導など、健康教育を通じた骨の健康維持に関する啓発であり、地域医療および公衆衛生の観点から、地域特

性に応じた取り組みが展開されている。 

新潟骨を守る会は全国で 3番目の骨を守る会として 2003 年に活動を開始し、年 1回の市民講座や骨密度

測定会、年 4回のニュースレター発行などを行っている。ニュースレターは 2026 年 3月に第 88号を発行

し、現在は LINE を活用した配信へと移行しており、約 300名の市民が登録している。 

これまでのところ、全国には 17 団体の「骨を守る会」が設立されており、それぞれが独自の活動を継続

している。各団体のホームページから、これらの活動内容を参照することが可能である。 

 

 札幌骨を守る会 

 仙台骨を守る会 

 NPO 法人群馬骨ケアネットワーク 

 NPO法人高齢者運動器疾患研究所（埼玉・板橋） 

 東京骨を守る会 

 神奈川骨を守る会 

 新潟骨を守る会 

 金沢骨を守る会 

 信州骨を守る会 

 名古屋骨を守る会 



 NPO 法人兵庫骨を守る会 

 認定 NPO法人京滋骨を守る会 

 医療ボランティア 骨粗しょう症・生活習慣病ネットワーク（大阪） 

 NPO 法人倉敷骨を守る会 

 広島骨を守る会 

 とっとり骨を守る会 

 都城骨を守る会 

 

 

 

 

＜事例＞  
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